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生活習慣病リスク保有率及び生活習慣要改善者の割合
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生活習慣病リスク保有率をみると、男性は「メタボリスク」「メタボ予備群」 「腹囲リスク」 「血圧リスク」の保有率が全国

平均を上回っており、特に「腹囲リスク」の保有率が高い。女性は「腹囲リスク」の保有率が全国平均を上回る。

生活習慣要改善者割合をみると、男女ともに食事習慣及び飲酒習慣要改善者の割合が高く、特に「食事習慣要改善者」の割合が

高い。女性は「喫煙習慣がある者」の割合が高い。

（出所）「支部スコアリングレポート（2024年度）」

メタボリスク メタボ予備群 腹囲リスク 血圧リスク 代謝リスク 脂質リスク

全国 24.3% 43.2% 51.8% 55.3% 21.0% 35.8%
神奈川支部 24.5% 43.9% 52.8% 55.5% 20.7% 35.3%

神奈川支部順位 25位 29位 30位 19位 16位 20位

メタボリスク メタボ予備群 腹囲リスク 血圧リスク 代謝リスク 脂質リスク

全国 6.5% 13.1% 16.8% 37.1% 9.5% 19.0%
神奈川支部 6.4% 13.1% 17.0% 35.4% 9.0% 18.2%

神奈川支部順位 18位 26位 27位 5位 9位 8位

※順位は47位が最もリスクが高い（悪い）状態

【男性】

【女性】

【生活習慣病リスク保有率】

喫煙者習慣がある者 体重10㎏以上増加者 運動習慣要改善者 食事習慣要改善者 飲酒習慣要改善者
睡眠で休養が

取れていない者

全国 39.8% 51.4% 63.5% 35.5% 17.8% 38.0%
神奈川支部 40.7% 52.3% 59.6% 39.4% 18.8% 38.2%

神奈川支部順位 25位 31位 2位 47位 37位 28位

喫煙者習慣がある者 体重10㎏以上増加者 運動習慣要改善者 食事習慣要改善者 飲酒習慣要改善者
睡眠で休養が

取れていない者

全国 15.3% 32.9% 70.9% 29.1% 20.6% 43.9%
神奈川支部 16.7% 33.1% 65.4% 32.1% 22.3% 43.4%

神奈川支部順位 34位 24位 1位 46位 37位 22位

【生活習慣要改善者の割合】

【男性】

【女性】



【業態別】生活習慣病リスク保有率
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業態別に生活習慣病リスク保有率をみると、男性は「③総合工事業」「⑰道路貨物運送業」「⑱その他の運輸業」で４つ以上の項目で
リスク保有率が高い。また、「④職別工事業」「⑤設備工事業」「⑮電気・ガス・熱供給・水道業」「⑯情報通信業」で２つ以上の項
目で保有率が高い。
女性は、「⑪化学工業・同類似業」「⑰道路貨物運送業」「⑱その他の運輸業」で３つ以上の項目でリスク保有率が高い。
また、「⑥食料品・たばこ製造業」「⑮電気・ガス・熱供給・水道業」「㉑飲食料品小売業」では、２つの項目でリスク保有率が高い。

（出所）「tableau 適用情報と医療費等を結び付けた指標の集計 健診情報」

※順位は43位が最もリスクが高い（悪い）状態
【男性】

順位

メタボリスク メタボ予備群 腹囲リスク 血圧リスク 脂質リスク

業態 割合 業態 割合 業態 割合 業態 割合 業態 割合

43位 ⑱その他の運輸業 30.7% ⑰道路貨物運送業 20.9% ③総合工事業 58.1% ⑱その他の運輸業 63.6% ③総合工事業 40.4%

42位 ③総合工事業 29.6% ④職別工事業 20.2% ⑱その他の運輸業 57.8% ⑰道路貨物運送業 62.3% ⑱その他の運輸業 40.0%

41位 ⑰道路貨物運送業 27.6% ③総合工事業 20.0% ⑰道路貨物運送業 57.0% ③総合工事業 61.0% ⑯情報通信業 39.3%

40位 ②鉱業、採石業、砂利採取業 26.8% ⑯情報通信業 19.8% ⑤設備工事業 55.8% ㊴廃棄物処理業 59.9% ⑮電気・ガス・熱供給・水道業 39.1%

39位 ⑮電気・ガス・熱供給・水道業 26.6% ⑤設備工事業 19.8% ④職別工事業 55.6% ㊲その他の対事業所サービス業 59.5% ㉔不動産業 39.0%

【女性】

順位

メタボリスク メタボ予備群 腹囲リスク 血圧リスク 脂質リスク

業態 割合 業態 割合 業態 割合 業態 割合 業態 割合

43位 ㊴廃棄物処理業 8.7% ⑪化学工業・同類似業 8.1% ⑱その他の運輸業 20.3% ⑪化学工業・同類似業 46.6% ㊷公務 22.7%

42位 ⑮電気・ガス・熱供給・水道業 8.6% ⑧木製品・家具等製造業 7.9% ⑪化学工業・同類似業 20.3% ㉑飲食料品小売業 45.5% ⑪化学工業・同類似業 21.9%

41位 ⑱その他の運輸業 8.6%
㊸有資格者が法律・会計
関係の業務を行う事業

7.8% ⑰道路貨物運送業 19.8% ⑨紙製品製造業 41.5% ⑮電気・ガス・熱供給・水道業 21.6%

40位 ⑪化学工業・同類似業 8.5% ⑰道路貨物運送業 7.7% ⑥食料品・たばこ製造業 19.3% ⑥食料品・たばこ製造業 40.9% ②鉱業、採石業、砂利採取業 21.4%

39位 ⑰道路貨物運送業 8.0% ㉑飲食料品小売業 7.6% ㉞社会保険・社会福祉・介護事業 19.1% ⑱その他の運輸業 40.8% ⑱その他の運輸業 21.0%

※業態区分は巻末の（参考資料）を参照



【業態別】生活習慣要改善者の割合
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業態別に生活習慣要改善者をみると、男性では「③総合工事業」「 ⑰道路貨物運送業」「㉘飲食店」 で３つ以上の項目で割合が

高い。女性では、「⑰道路貨物運送業」「㉛娯楽業」で３つ以上の項目で割合が高い。また、「㉘飲食店」では食事習慣及び飲

酒習慣要改善者の順位がどちらも43位であった。

※順位は43位が最もリスクが高い（悪い）状態

【男性】

順位
喫煙習慣がある者 体重10kg以上増加者 運動習慣要改善者 食事習慣要改善者 飲酒習慣要改善者※1

睡眠で休養が
取れていない者

業態 割合 業態 割合 業態 割合 業態 割合 業態 割合 業態 割合

43位 ⑰道路貨物運送業 33.6% ⑰道路貨物運送業 39.3% ⑧木製品・家具等製造業 75.1% ㉘飲食店 60.9% ㉘飲食店 9.7%
㊸有資格者が法律・会計関係

の業務を行う事業
48.0%

42位 ㉛娯楽業 24.5% ⑱その他の運輸業 39.0%
⑮電気・ガス・熱供給・

水道業
74.0% ㉙宿泊業 59.5% ㊳修理業 9.2% ㉓金融・保険業 47.5%

41位 ㊴廃棄物処理業 24.3% ④職別工事業 36.8% ⑬機械器具製造業 73.4% ⑰道路貨物運送業 59.3% ④職別工事業 9.0% ⑰道路貨物運送業 47.0%

40位 ㉙宿泊業 24.2% ⑤設備工事業 36.8% ⑫金属工業 73.2% ㉚対個人サービス業 58.3% ⑨紙製品製造業 9.0% ①農林水産業 46.9%

39位 ⑱その他の運輸業 23.3% ㊴廃棄物処理業 36.7% ③総合工事業 71.9% ㉛娯楽業 57.9% ㉛娯楽業 8.9%
②鉱業、採石業、

砂利採取業
46.4%

【女性】

順位
喫煙習慣がある者 体重10kg以上増加者 運動習慣要改善者 食事習慣要改善者 飲酒習慣要改善者※1

睡眠で休養が
取れていない者

業態 割合 業態 割合 業態 割合 業態 割合 業態 割合 業態 割合

43位 ④職別工事業 55.8% ⑯情報通信業 58.1% ⑱その他の運輸業 68.1% ㉘飲食店 80.6% ㉘飲食店 25.8% ㉘飲食店 47.8%

42位 ⑰道路貨物運送業 52.2% ㊷公務 58.1% ⑯情報通信業 65.9% ㉙宿泊業 72.2% ④職別工事業 25.2%
㊸有資格者が法律・会計関係

の業務を行う事業
43.4%

41位 ③総合工事業 50.3%
②鉱業、採石業、

砂利採取業
58.0% ⑰道路貨物運送業 65.9% ㉜教育・学習支援業 69.2%

②鉱業、採石業、
砂利採取業

23.6% ㉙宿泊業 42.3%

40位 ㊴廃棄物処理業 49.3% ⑤設備工事業 57.6% ⑬機械器具製造業 65.9% ⑰道路貨物運送業 69.1% ㊷公務 23.1% ⑨紙製品製造業 41.7%

39位 ⑤設備工事業 48.4% ③総合工事業 56.9%
㊸有資格者が法律・会計関係

の業務を行う事業
65.1% ㉚対個人サービス業 69.1% ③総合工事業 23.1% ⑩印刷・同関連業 41.6%

※1 飲酒習慣要改善者については、2024年度より指標が変更となったことから、2023年度の結果を算出している。

（出所）「tableau 適用情報と医療費等を結び付けた指標の集計 健診情報」

※業態区分は巻末の（参考資料）を参照



令和６年度加入者及び医療費の概要
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加入者及び１人当たり医療費の状況

神奈川支部の加入者は約168万人。年齢階級別でみると50歳代の構成比が高い。

また、１人当たり医療費は20代が最も低く、30代以降は年齢が上がるにつれ高くなる。

7

※１人当たり医療費は、令和６年度平均加入者数で算出

（出所）「加入者基本情報」「医療費基本情報」

支部名 加入者数
（人）

加入者年齢構成割合（％）

0～9歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

神奈川 1,683,162 8.4% 11.1% 12.7% 13.7% 17.9% 20.5% 12.3% 3.5%

埼玉 1,428,292 8.5% 11.7% 12.7% 13.7% 17.9% 20.5% 11.7% 3.4%

千葉 1,032,532 8.5% 11.4% 13.0% 14.0% 17.7% 19.5% 12.1% 3.8%

山梨 243,487 9.0% 11.9% 12.8% 13.2% 17.0% 19.0% 13.2% 4.0%

静岡 992,704 8.5% 12.1% 12.8% 13.6% 17.8% 19.1% 12.6% 3.5%

全国計 39,661,425 8.9% 11.5% 13.4% 14.2% 17.8% 18.7% 12.2% 3.3%

支部名
年齢階級別１人当たり医療費（円） 年齢調整前

1人当たり医療費（円）0～9歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

神奈川 202,067 119,928 103,469 139,895 175,961 252,635 388,959 548,360 212,594

埼玉 195,008 118,893 97,941 130,489 164,023 242,101 365,001 525,720 200,053

千葉 187,657 117,054 92,888 126,000 170,289 248,045 381,257 517,529 203,199

山梨 211,907 124,264 98,112 142,480 162,621 235,145 364,016 520,912 206,186

静岡 196,476 123,425 99,624 131,828 163,026 242,189 365,546 542,236 202,588

全国計 205,146 123,751 103,316 140,315 171,937 250,226 383,811 554,656 208,959



１人当たり医療費の状況

神奈川支部の年齢調整（都道府県ごとの年齢構成の違いの影響を除去）後の１人当たり医療費は、全国平均を834円上回る。

全国平均からの乖離率は0.40％。内訳は入院-1.31％、外来+1.54％、歯科+0.17％で、入院は下回り、外来と歯科は上回る。

8（出所）「加入者基本情報」「医療費基本情報」

※外来は調剤を含む

※端数処理しているため、内訳の計と合計は必ずしも一致しない

54,054 52,781 54,188 53,835 51,757 56,781 

131,748 124,453 124,250 125,052 127,455 128,537 

23,992 
21,962 22,527 22,319 21,508 

23,641 

209,793 
199,196 200,964 201,206 200,720 

208,959 

0
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神奈川 埼玉 千葉 山梨 静岡 全国

年齢調整後１人当たり医療費（円）

入院 外来 歯科

-1.31%
-1.91%

-1.24% -1.41%
-2.40%

1.54%

-1.95%

-2.05% -1.67%
-0.52%

0.17%

-0.80%

-0.53% -0.63% -1.02%

0.40%

-4.67% -3.83%

-3.71%
-3.94%

-5.00%

-4.00%

-3.00%

-2.00%

-1.00%

0.00%

1.00%

2.00%

神奈川 埼玉 千葉 山梨 静岡

年齢調整後１人当たり医療費の地域差指数-1の寄与度

入院 外来 歯科 合計

順位 支部
一人当たり医療費

順位 支部
一人当たり医療費

順位 支部
一人当たり医療費

順位 支部
一人当たり医療費

順位 支部
一人当たり医療費

（円） （円） （円） （円） （円）

1位 佐賀 231,018 11位 鹿児島 216,270 21位 奈良 209,906 31位 鳥取 204,760 41位 群馬 199,658

2位 北海道 220,418 12位 兵庫 215,824 22位 神奈川 209,793 32位 福井 204,606 42位 埼玉 199,196

3位 徳島 220,144 13位 秋田 215,332 23位 愛知 208,825 33位 三重 204,589 43位 沖縄 198,783

4位 福岡 218,134 14位 長崎 214,713 24位 京都 208,410 34位 青森 204,221 44位 茨城 197,170

5位 香川 217,953 15位 岡山 214,370 25位 広島 206,860 35位 滋賀 204,039 45位 長野 195,496

6位 大阪 217,712 16位 宮城 212,287 26位 東京 206,766 36位 山梨 201,206 46位 富山 195,077

7位 山口 217,679 17位 和歌山 211,508 27位 宮崎 205,437 37位 千葉 200,964 47位 新潟 192,030

8位 熊本 217,044 18位 愛媛 210,897 28位 石川 205,064 38位 静岡 200,720

9位 島根 216,497 19位 山形 210,213 29位 栃木 204,912 39位 岩手 200,472

10位 大分 216,457 20位 高知 210,142 30位 岐阜 204,764 40位 福島 200,336

※１人当たり医療費は、令和６年度平均加入者数で算出



疾病大分類別１人当たり医療費の地域指数-1の寄与度（外来・入院）

神奈川支部の１人当たり医療費について、疾病大分類別の寄与度を診療種別（外来・入院）ごとにみると、

外来は、「⑥神経系の疾患」「⑩呼吸器系の疾患」「⑭腎尿路生殖器系の疾患」が高い。

入院は、「⑨循環器系の疾患」が高い。

9

※外来は調剤を含む

（出所）「tableau 支部基本情報 医療費情報」

0.62%

0.79%

0.42%

-0.40% -0.20% 0.00% 0.20% 0.40% 0.60% 0.80% 1.00%

⑳特殊目的用コード

⑲損傷、中毒及びその他の外因の影響

⑱他に分類されないもの

⑰先天奇形、変形及び染色体異常

⑯周産期に発生した病態

⑮妊娠、分娩及び産じょく

⑭腎尿路生殖器系の疾患

⑬筋骨格系及び結合組織の疾患

⑫皮膚及び皮下組織の疾患

⑪消化器系の疾患

⑩呼吸器系の疾患

⑨循環器系の疾患

⑧耳及び乳様突起の疾患

⑦眼及び付属器の疾患

⑥神経系の疾患

⑤精神及び行動の障害

④内分泌、栄養及び代謝疾患

③血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害

②新生物

①感染症及び寄生虫症

1.21%
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①
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循環器系の疾患（入院）について
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入院１人当たり医療費の状況

11

神奈川支部の入院１人当たり医療費の状況をみると、「⑨循環器系の疾患」は男女ともに順位が高い。

（出所）「加入者基本情報」「医療費基本情報」

疾病分類

男性 女性

１人当たり医療費
（円）

順位
全国との差

（支部－全国）
（円）

１人当たり医療費
（円）

順位
全国との差

（支部－全国）
（円）

①感染症及び寄生虫症 980 29位 -43 809 26位 -12

②新生物＜腫瘍＞ 12,214 39位 -1,267 12,311 40位 -1,050

③血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 372 39位 -94 556 15位 60

④内分泌、栄養及び代謝疾患 1,232 28位 -30 843 40位 -138

⑤精神及び行動の障害 1,125 45位 -438 2,007 41位 -219

⑥神経系の疾患 2,616 36位 -141 1,907 43位 -321

⑦眼及び付属器の疾患 954 38位 -128 788 38位 -125

⑧耳及び乳様突起の疾患 286 20位 10 298 22位 12

⑨循環器系の疾患 15,417 12位 635 7,045 11位 503

⑩呼吸器系の疾患 3,702 25位 -6 2,069 33位 -147

⑪消化器系の疾患 4,811 34位 -168 2,877 39位 -236

⑫皮膚及び皮下組織の疾患 460 37位 -52 349 24位 -6

⑬筋骨格系及び結合組織の疾患 4,487 27位 15 4,985 37位 -376

⑭腎尿路生殖器系の疾患 2,099 19位 96 2,166 31位 -78

⑮妊娠、分娩及び産じょく 2 16位 -1 3,478 46位 -557

⑯周産期に発生した病態 1,612 37位 -257 1,422 38位 -227

⑰先天奇形、変形及び染色体異常 1,430 29位 -1 1,096 36位 -139

⑱症状、徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で
他に分類されないもの

304 32位 -38 276 31位 -19

⑲損傷、中毒及びその他の外因の影響 4,456 31位 -306 3,508 33位 -237

⑳特殊目的用コード 170 27位 -18 69 42位 -42

※１人当たり医療費は、令和６年度平均加入者数で算出



【入院】循環器系の疾患の１人当たり医療費の地域差指数-1の寄与度

12

循環器系の疾患の入院１人当たり医療費の寄与度をみると、

男性は、全国平均からの乖離率は4.30％。中でも「その他の心疾患」「脳内出血」が高い。

女性は、全国平均からの乖離率は7.68％。中でも「その他の心疾患」「その他の循環器の疾患」が高い。

（出所）「加入者基本情報」「医療費基本情報」
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【入院】循環器系の疾患（小分類）の１人当たり医療費の状況

13

循環器系の疾患を小分類でみると、男性は、「その他の心疾患」「脳内出血」の１人当たり医療費の順位が高く、全国との差も大きい。

女性は、 「その他の心疾患」 「その他の循環器系の疾患」の１人当たり医療費の順位が高く、全国との差も大きい。

「動脈硬化（症）」については順位が高い。

（出所）「加入者基本情報」「医療費基本情報」

【男性】

【女性】

※１人当たり医療費は、令和６年度平均加入者数で算出

一人当たり医療費（円） 順位
全国との差

（支部－全国）
（円）

その他の心疾患 5,160 10位 317

虚血性心疾患 3,045 22位 -8

その他の循環器系の疾患 2,000 11位 109

脳梗塞 1,898 22位 -2

脳内出血 1,820 8位 206
くも膜下出血 665 14位 71

その他の脳血管疾患 413 32位 -49

動脈硬化（症） 248 24位 3

高血圧性疾患 164 30位 -5

低血圧（症） 3 28位 -7

一人当たり医療費（円） 順位
全国との差

（支部－全国）
（円）

その他の心疾患 2,258 6位 321

脳内出血 996 11位 99

くも膜下出血 913 30位 -41

その他の循環器系の疾患 862 7位 130

脳梗塞 773 20位 9

その他の脳血管疾患 534 31位 -22

虚血性心疾患 514 24位 4

動脈硬化（症） 119 4位 37

高血圧性疾患 69 40位 -28

低血圧（症） 7 27位 -6



【入院】循環器系の疾患の１人当たり医療費の３要素分解

14

循環器系の疾患の１人当たり医療費を３要素分解すると、男女ともに１日当たり医療費の順位が高い。

男性の循環器系の疾患のうち、「その他の心疾患」では受診率及び１日当たり医療費、「脳内出血」では受診率が高い。

女性の循環器系の疾患のうち、「その他の心疾患」「その他の循環器の疾患」いずれも１日当たり医療費が高い。

（出所）「加入者基本情報」「医療費基本情報」

【循環器系の疾患（全体）】

受診率 1件当たり日数 1日当たり医療費

全国 1.37% 11.1日 97,605円

神奈川支部 1.43% 11.0日 102,210円

神奈川支部順位 18位 28位 8位

【循環器系の疾患（全体）】

受診率 1件当たり日数 1日当たり医療費

全国 0.64% 12.5日 82,391円

神奈川支部 0.67% 12.3日 88,131円

神奈川支部順位 22位 30位 8位

【その他の心疾患】

【その他の心疾患】

【脳内出血】

受診率 1件当たり日数 1日当たり医療費

全国 0.33% 8.18日 181,284円

神奈川支部 0.34% 7.63日 205,015円

神奈川支部順位 10位 43位 3位

受診率 1件当たり日数 1日当たり医療費

全国 0.15% 8.50日 157,052円

神奈川支部 0.16% 8.27日 175,514円

神奈川支部順位 16位 32位 5位

受診率 1件当たり日数 1日当たり医療費

全国 0.18% 20.23日 45,116円

神奈川支部 0.20% 20.75日 45,035円

神奈川支部順位 8位 11位 17位

【男性】

【女性】

【その他の循環器の疾患】

受診率 1件当たり日数 1日当たり医療費

全国 0.07% 8.48日 120,043円

神奈川支部 0.08% 8.34日 139,672円

神奈川支部順位 21位 27位 7位



【入院】業態別の循環器系の疾患の被保険者１人当たり医療費の状況（男性）

15

業態別の循環器系の疾患の１人当たり医療費をみると、男性は「③総合工事業」「⑮電気・ガス・熱供給・水道業」

「⑰道路貨物運送業」「⑱その他の運輸業」で、神奈川支部平均を上回る。特に、 「⑱その他の運輸業」については、

神奈川支部平均との差も大きい。

（出所）「tableau 適用情報と医療費等を結び付けた指標の集計 医療費情報」
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※１人当たり医療費は、令和6年度末時点の被保険者数をもとに算出

業態
被保険者

一人当たり医療費（円）
順位

神奈川支部との差
（業態－支部）

（円）

③総合工事業 20,261 15位 665

④職別工事業 17,879 24位 -1,718

⑤設備工事業 19,118 20位 -479

⑮電気・ガス・熱供給・水道業 22,978 7位 3,382

⑯情報通信業 16,981 28位 -2,616

⑰道路貨物運送業 22,491 8位 2,894

⑱その他の運輸業 28,119 3位 8,522

㉘飲食店 15,649 33位 -3,948



【入院】業態別の循環器系の疾患の被保険者１人当たり医療費の状況（女性）

16

業態別の循環器系の疾患の１人当たり医療費をみると、女性は「㉑飲食料品小売業」「㉘飲食店」で神奈川支部平均を上回る。

特に、「㉑飲食料品小売業」では神奈川支部平均との差も大きい。

（出所）「tableau 適用情報と医療費等を結び付けた指標の集計 医療費情報」
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業態
被保険者

一人当たり医療費（円）
順位

神奈川支部との差
（業態－支部）

（円）

⑥食料品・たばこ製造業 5,605 27位 -1,175

⑪化学工業・同類似業 4,298 33位 -2,482

⑮電気・ガス・熱供給・水道業 2,962 40位 -3,818

⑰道路貨物運送業 6,672 20位 -108

⑱その他の運輸業 6,083 23位 -697

㉑飲食料品小売業 9,204 6位 2,424

㉘飲食店 7,803 11位 1,023

㉛娯楽業 3,834 36位 -2,946

※１人当たり医療費は、令和6年度末時点の被保険者数をもとに算出



腎尿路生殖器系の疾患（外来）について

17



外来１人当たり医療費の状況

18

神奈川支部の外来１人当たり医療費の状況をみると、「⑭腎尿路生殖器系の疾患」は男女ともに順位が高い。

（出所）「加入者基本情報」「医療費基本情報」

男性 女性

疾病分類
一人当たり医療費

（円）
順位

全国との差
（支部－全国）

（円）

一人当たり医療費
（円）

順位

全国との差
（支部－全国）

（円）

①感染症及び寄生虫症 5,532 9位 50 4,205 21位 16

②新生物＜腫瘍＞ 23,661 39位 -1,364 28,836 29位 -454

③血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 3,466 37位 -347 2,286 22位 88

④内分泌、栄養及び代謝疾患 16,692 31位 -261 13,877 30位 -89

⑤精神及び行動の障害 6,253 40位 -716 9,206 18位 362

⑥神経系の疾患 7,694 27位 197 7,905 18位 534

⑦眼及び付属器の疾患 5,743 27位 -102 7,393 17位 119

⑧耳及び乳様突起の疾患 1,438 24位 -43 1,821 25位 -40

⑨循環器系の疾患 31,340 19位 180 17,039 23位 207

⑩呼吸器系の疾患 21,183 12位 434 23,170 1位 1,805

⑪消化器系の疾患 12,955 32位 -458 11,403 15位 288

⑫皮膚及び皮下組織の疾患 8,350 16位 6 9,311 8位 490

⑬筋骨格系及び結合組織の疾患 11,480 26位 -6 17,349 25位 10

⑭腎尿路生殖器系の疾患 10,490 8位 1,002 13,087 8位 823

⑮妊娠、分娩及び産じょく 5 22位 -3 3,907 46位 -597

⑯周産期に発生した病態 2,102 30位 -153 1,684 39位 -273

⑰先天奇形、変形及び染色体異常 2,508 26位 -74 2,430 19位 65

⑱症状、徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で
他に分類されないもの

2,907 10位 258 3,639 4位 420

⑲損傷、中毒及びその他の外因の影響 7,712 29位 -383 6,584 23位 -151

⑳特殊目的用コード 1,576 33位 -46 1,597 32位 -38

※外来は調剤を含む

※１人当たり医療費は、令和６年度平均加入者数で算出



【外来】腎尿路生殖器系の疾患の１人当たり医療費の地域差指数-1の寄与度

19

腎尿路生殖器系の疾患の外来１人当たり医療費の寄与度をみると、男性は、全国平均からの乖離率は12.33％。中でも「腎不全」が高い。

女性は、全国平均からの乖離率は6.98％。中でも「腎不全」「月経障害及び閉経周辺期障害」「乳房及びその他の女性生殖器の疾患」

が高い。

（出所）「加入者基本情報」「医療費基本情報」
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【外来】腎尿路生殖器系の疾患（小分類）の１人当たり医療費の状況

20

腎尿路生殖器系の疾患を小分類でみると、男性は、「腎不全」の１人当たり医療費の順位が高く、全国との差も大きい。

女性は、 「乳房及びその他の女性生殖器の疾患」 「月経障害及び閉経周辺期障害」の１人当たり医療費の順位が高く、全国との差も大

きい。「腎不全」については全国との差が大きい。

（出所）「加入者基本情報」「医療費基本情報」

【男性】

【女性】

一人当たり医療費
（円）

順位
全国との差

（支部－全国）
（円）

腎不全 5,673 7位 911 

前立腺肥大（症） 448 24位 -20 

尿路結石症 261 38位 -28 

その他の腎尿路系の疾患 240 31位 -25 

糸球体疾患及び腎尿細管間質性疾患 212 38位 -42 

その他の男性生殖器の疾患 164 33位 -29 

一人当たり医療費
（円）

順位
全国との差

（支部－全国）
（円）

乳房及びその他の女性生殖器の疾患 4,005 12位 389 

腎不全 2,223 18位 149 

月経障害及び閉経周辺期障害 1,590 11位 94 

その他の腎尿路系の疾患 450 27位 -22 

糸球体疾患及び腎尿細管間質性疾患 214 39位 -35 

尿路結石症 107 39位 -13 



【外来】腎尿路生殖器系の疾患の１人当たり医療費の３要素分解

21

腎尿路生殖器系の疾患の１人当たり医療費を３要素分解すると、男女ともに１件当たり日数及び１日当たり医療費が高い。

男性の「腎不全」では受診率が高い。

女性の「腎不全」では１日当たり医療費、「乳房及びその他の女性生殖器の疾患」では受診率及び１日当たり医療費、

「月経障害及び閉経周辺期障害」では受診率及び１件当たり日数が高い。

（出所）「加入者基本情報」「医療費基本情報」

受診率 1件当たり日数 1日当たり医療費

全国 2.04% 7.62日 30,619円

神奈川支部 2.49% 7.84日 30,351円

神奈川支部順位 6位 14位 25位

【腎不全】

【月経障害及び閉経周辺期障害】【乳房及びその他の女性生殖器の疾患】

受診率 1件当たり日数 1日当たり医療費

全国 1.02% 6.86日 29,551円

神奈川支部 1.10% 6.96日 29,964円

神奈川支部順位 23位 25位 13位

受診率 1件当たり日数 1日当たり医療費

全国 18.68% 1.43日 13,509円

神奈川支部 19.92% 1.45日 13,645円

神奈川支部順位 13位 20位 14位

受診率 1件当たり日数 1日当たり医療費

全国 18.75% 1.41日 5,646円

神奈川支部 19.74% 1.61日 4,992円

神奈川支部順位 10位 2位 41位

【腎不全】

【男性】

【女性】

受診率 1件当たり日数1日当たり医療費

全国 14.35% 2.14日 24,391円

神奈川支部 14.17% 2.38日 25,824円

神奈川支部順位 27位 4位 8位

【腎尿路生殖器系の疾患（全体）】

受診率 1件当たり日数 1日当たり医療費

全国 45.41% 1.52日 14,473円

神奈川支部 47.54% 1.62日 14,212円

神奈川支部順位 11位 3位 8位

【腎尿路生殖器系の疾患（全体）】



【外来】業態別の腎尿路生殖器系の疾患の被保険者１人当たり医療費の状況（男性）

22

業態別の腎尿路生殖器系の疾患の１人当たり医療費をみると、男性は「③総合工事業」「⑯情報通信業」 「⑰道路貨物運送業」

「⑱その他の運輸業」で、神奈川支部平均を上回る。特に、「⑯情報通信業」 「⑰道路貨物運送業」「⑱その他の運輸業」

 では、神奈川支部平均との差も大きい。

（出所）「tableau 適用情報と医療費等を結び付けた指標の集計 医療費情報」
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業態
被保険者

一人当たり医療費（円）
順位

神奈川支部との差
（業態－支部）

（円）

③総合工事業 11,697 11位 1,455

④職別工事業 8,798 25位 -1,444

⑤設備工事業 8,205 28位 -2,036

⑮電気・ガス・熱供給・水道業 7,315 31位 -2,927

⑯情報通信業 13,398 7位 3,156

⑰道路貨物運送業 12,510 9位 2,268

⑱その他の運輸業 13,000 8位 2,758

㉘飲食店 6,426 34位 -3,816

※１人当たり医療費は、令和6年度末時点の被保険者数をもとに算出

※外来は調剤を含む



【外来】業態別の腎尿路生殖器系の疾患の被保険者１人当たり医療費の状況（女性）

23

業態別の腎尿路生殖器系の疾患の１人当たり医療費をみると、女性は「⑮電気・ガス・熱供給・水道業」「⑱その他の運輸業」

で、神奈川支部平均を上回る。

（出所）「tableau 適用情報と医療費等を結び付けた指標の集計 医療費情報」

業態
被保険者

一人当たり医療費（円）
順位

神奈川支部との差
（業態－支部）

（円）

⑥食料品・たばこ製造業 6,946 41位 -5,039

⑪化学工業・同類似業 10,087 32位 -1,898

⑮電気・ガス・熱供給・水道業 12,813 17位 828

⑰道路貨物運送業 11,971 21位 -14

⑱その他の運輸業 13,057 14位 1,072

㉑飲食料品小売業 6,462 43位 -5,523

㉘飲食店 9,048 34位 -2,936

㉛娯楽業 10,436 29位 -1,549
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※１人当たり医療費は、令和6年度末時点の被保険者数をもとに算出

※外来は調剤を含む



呼吸器系の疾患（外来）について

24



25

外来１人当たり医療費の状況【再掲】

神奈川支部の外来１人当たり医療費の状況をみると、女性の「⑩呼吸器系の疾患」の順位が高い。

（出所）「加入者基本情報」「医療費基本情報」

男性 女性

疾病分類
一人当たり医療費

（円）
順位

全国との差
（支部－全国）

（円）

一人当たり医療費
（円）

順位

全国との差
（支部－全国）

（円）

①感染症及び寄生虫症 5,532 9位 50 4,205 21位 16

②新生物＜腫瘍＞ 23,661 39位 -1,364 28,836 29位 -454

③血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 3,466 37位 -347 2,286 22位 88

④内分泌、栄養及び代謝疾患 16,692 31位 -261 13,877 30位 -89

⑤精神及び行動の障害 6,253 40位 -716 9,206 18位 362

⑥神経系の疾患 7,694 27位 197 7,905 18位 534

⑦眼及び付属器の疾患 5,743 27位 -102 7,393 17位 119

⑧耳及び乳様突起の疾患 1,438 24位 -43 1,821 25位 -40

⑨循環器系の疾患 31,340 19位 180 17,039 23位 207

⑩呼吸器系の疾患 21,183 12位 434 23,170 1位 1,805

⑪消化器系の疾患 12,955 32位 -458 11,403 15位 288

⑫皮膚及び皮下組織の疾患 8,350 16位 6 9,311 8位 490

⑬筋骨格系及び結合組織の疾患 11,480 26位 -6 17,349 25位 10

⑭腎尿路生殖器系の疾患 10,490 8位 1,002 13,087 8位 823

⑮妊娠、分娩及び産じょく 5 22位 -3 3,907 46位 -597

⑯周産期に発生した病態 2,102 30位 -153 1,684 39位 -273

⑰先天奇形、変形及び染色体異常 2,508 26位 -74 2,430 19位 65

⑱症状、徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で
他に分類されないもの

2,907 10位 258 3,639 4位 420

⑲損傷、中毒及びその他の外因の影響 7,712 29位 -383 6,584 23位 -151

⑳特殊目的用コード 1,576 33位 -46 1,597 32位 -38

※外来は調剤を含む

※１人当たり医療費は、令和６年度平均加入者数で算出



【外来】呼吸器系の疾患の１人当たり医療費の状況及び地域差指数-1の寄与度（女性）

26

女性の呼吸器系の疾患の外来１人当たり医療費の寄与度をみると、女性は、全国平均からの乖離率は10.19％。中でも「喘息」

「アレルギー性鼻炎」が高い。

また、小分類でみると、「喘息」「アレルギー性鼻炎」の１人当たり医療費の全国との差が大きく、順位も高い。

「慢性閉塞性肺疾患」については順位が高い。

（出所）「加入者基本情報」「医療費基本情報」

疾病 神奈川支部の一人当たり医療費（円） 順位 全国との差（円）

喘息 5,998 1位 1,086 

アレルギー性鼻炎 5,000 3位 806 

その他の急性上気道感染症 3,580 10位 94 

急性気管支炎及び急性細気管支炎 1,930 21位 -18 

その他の呼吸器系の疾患 1,578 27位 5 

急性咽頭炎及び急性扁桃炎 1,150 20位 26 

慢性副鼻腔炎 882 13位 75 

肺炎 280 10位 35 

急性鼻咽頭炎[かぜ]＜感冒＞ 278 39位 -144 

慢性閉塞性肺疾患 242 9位 23 

急性又は慢性と明示されない気管支炎 184 30位 -36 
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-0.22%

4.70%

4.16%

5.67%

1.51%
0.62%

-1.51%

1.83%
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1.80%
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0.00%

5.00%
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15.00%

神奈川 埼玉 千葉 山梨 静岡



【外来】呼吸器系の疾患の１人当たり医療費の状況及び３要素分解（女性）

27（出所）「加入者基本情報」「医療費基本情報」

【アレルギー性鼻炎】 【慢性閉塞性肺疾患】

【喘息】

受診率 1件当たり日数 1日当たり医療費

全国 148.30% 1.31日 9,881円

神奈川支部 157.20% 1.28日 10,423円

神奈川支部順位 6位 40位 2位

【呼吸器系の疾患（全体）】

０～９歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

全国（円） 9,256 6,034 3,027 4,407 4,050 3,054 2,551 1,764 

神奈川支部（円） 9,867 7,607 3,593 5,175 4,876 3,726 3,376 2,193 

神奈川支部順位 18位 3位 3位 3位 1位 1位 1位 4位

０～９歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

全国（円） 41 38 63 120 163 276 570 1,080 

神奈川支部（円） 49 66 104 125 172 289 639 1,111 

神奈川支部順位 13位 3位 6位 17位 14位 16位 11位 15位

０～９歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

全国（円） 12,653 3,856 2,188 3,913 4,547 4,695 5,320 5,448 

神奈川支部（円） 13,279 4,579 2,884 5,299 5,909 5,905 6,732 5,872 

神奈川支部順位 16位 5位 1位 1位 1位 1位 1位 10位

【アレルギー性鼻炎（年齢階級別）】

【慢性閉塞性肺疾患（年齢階級別）】

【喘息（年齢階級別）】

受診率 1件当たり日数 1日当たり医療費

全国 37.2% 1.27日 8,843円

神奈川支部 42.3% 1.25日 9,378円

神奈川支部順位 6位 30位 5位

受診率 1件当たり日数 1日当たり医療費

全国 28.7% 1.37日 12,526円

神奈川支部 33.6% 1.33日 13,444円

神奈川支部順位 2位 41位 3位

受診率 1件当たり日数 1日当たり医療費

全国 1.0% 1.33日 16,158円

神奈川支部 1.1% 1.29日 17,047円

神奈川支部順位 13位 33位 19位

呼吸器系の疾患の１人当たり医療費を３要素分解すると、受診率及び１日当たり医療費が高い。

「喘息」「アレルギー性鼻炎」では受診率及び１日当たり医療費、「慢性閉塞性肺疾患」では受診率が高い。

また、年齢階級別にみると、「喘息」はほとんどの年代で１人当たり医療費の順位が１位である。



28

（参考）調剤１人当たり医療費の状況

神奈川支部の調剤１人当たり医療費の状況をみると、男女ともに「⑩呼吸器系の疾患」の順位が高い。

（出所）「加入者基本情報」「医療費基本情報」

疾病分類

男性 女性

１人当たり医療費
（円）

順位
全国との差

（支部－全国）
（円）

１人当たり医療費
（円）

順位
全国との差

（支部－全国）
（円）

①感染症及び寄生虫症 152 6位 8 94 7位 7

②新生物＜腫瘍＞ 217 23位 8 360 16位 39

③血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 104 28位 -9 51 16位 8

④内分泌、栄養及び代謝疾患 585 16位 28 403 24位 7

⑤精神及び行動の障害 205 26位 -7 302 3位 38

⑥神経系の疾患 140 17位 8 211 9位 35

⑦眼及び付属器の疾患 74 5位 10 119 3位 21

⑧耳及び乳様突起の疾患 27 25位 -1 39 26位 -1

⑨循環器系の疾患 593 22位 19 349 21位 9

⑩呼吸器系の疾患 591 2位 58 767 1位 139

⑪消化器系の疾患 220 24位 2 242 8位 22

⑫皮膚及び皮下組織の疾患 353 8位 23 388 4位 47

⑬筋骨格系及び結合組織の疾患 186 17位 13 384 20位 26

⑭腎尿路生殖器系の疾患 116 11位 12 194 2位 29

⑮妊娠、分娩及び産じょく 0 21位 -0 4 36位 -1

⑯周産期に発生した病態 12 6位 5 3 39位 -3

⑰先天奇形、変形及び染色体異常 39 28位 -5 56 7位 15

⑱症状、徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で
他に分類されないもの

51 12位 7 79 3位 17

⑲損傷、中毒及びその他の外因の影響 37 18位 -0 43 7位 4

⑳特殊目的用コード 39 10位 4 43 7位 5

※１人当たり医療費は、令和６年度平均加入者数で算出



（参考）【調剤】１人当たり医療費の地域差指数-1の寄与度

29

調剤１人当たり医療費の寄与度をみると、男性の全国平均からの乖離率は5.08％、女性は12.57％。

男女ともに「呼吸器系の疾患」の寄与度が高い。

（出所）「加入者基本情報」「医療費基本情報」
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（参考）薬効分類２桁別のジェネリック医薬品使用状況（令和６年４月分）

30

ジェネリック医薬品の金額ベースでの使用割合を薬効分類2桁別にみると、「アレルギー用薬」の順位が低い。

また、平均乖離影響度においても、「アレルギー用薬」の影響度が高い。

順位
神奈川支部の

割合
全国の割合

軽減可能額
（円）

軽減可能額構成割合

21循環器官用薬 32位 71.0% 70.7% 52,101,207 16.2%

11中枢神経系用薬 19位 61.1% 59.3% 44,552,966 13.8%

44アレルギー用薬 36位 70.8% 72.7% 26,851,151 8.3%

23消化器官用薬 10位 66.3% 59.3% 11,582,492 3.6%

33血液・体液用薬 19位 73.7% 71.6% 57,555,194 17.9%

22呼吸器官用薬 14位 68.6% 66.7% 9,397,206 2.9%

26外皮用薬 31位 50.5% 52.2% 7,878,702 2.4%

39その他の代謝性医薬品 22位 40.8% 38.7% 28,612,269 8.9%

31ビタミン剤 14位 79.1% 74.3% 3,126,582 1.0%

24ホルモン剤（抗ホルモン剤を含む） 18位 68.5% 67.0% 9,088,548 2.8%

その他 20位 53.1% 50.9% 71,260,657 22.1%

計 21位 61.6% 59.6% 322,006,974 100.0%

※薬効分類２桁別には、全国で医薬品数量（後発あり先発品＋後発品）の多い薬効上位17位までについて掲載されている。
（出所）ジェネリックカルテ（2024）
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【金額ベース】

※平均乖離影響度：影響度が-1.0ならば、当該薬効分類が自都道府県全体のジェネリック割合を1.0ポイント引き下げている。



【外来】業態別の呼吸器系の疾患の被保険者１人当たり医療費の状況（女性）

31

呼吸器系の疾患の１人当たり医療費の業態別上位５位をみると、「㉜教育・学習支援業」「㉝医療業・保健衛生」「㊷公務」

「㊵政治・経済・文化団体」「㉞社会保険・社会福祉・介護事業」であった。

（出所）「tableau 適用情報と医療費等を結び付けた指標の集計 医療費情報・適用情報と医療費等を結び付けた指標の集計 健診情報」

※１人当たり医療費は、令和6年度末時点の被保険者数をもとに算出

業態
被保険者

一人当たり医療費（円）
順位

神奈川支部との差
（業態－支部）

（円）

㉜教育・学習支援業 23,571 1位 6,440

㉝医療業・保健衛生 21,553 2位 4,421

㊷公務 20,096 3位 2,964

㊵政治・経済・文化団体 19,749 4位 2,617

㉞社会保険・社会福祉・介護事業 19,263 5位 2,131
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※外来は調剤を含む



歯科について

32



【男性】

一人当たり医療費 受診率 １件当たり日数 １日当たり医療費

全国 21,713円 1.66% 1.52日 8,572円

神奈川支部 22,076円 1.66% 1.54日 8,702円

神奈川支部順位 12位 16位 13位 12位

【女性】

一人当たり医療費 受診率 １件当たり日数 １日当たり医療費

全国 25,577円 2.04% 1.47日 8,502円

神奈川支部 26,044円 2.05% 1.49日 8,580円

神奈川支部順位 11位 16位 14位 13位

33

【歯科】一人当たり医療費の３要素分解

歯科の一人当たり医療費の全国での順位が比較的高い。
３要素に分解すると、男女ともに1件当たり日数・1日当たり医療費で比較的順位が高い。

（出所）「加入者基本情報」「医療費基本情報」

※１人当たり医療費は、令和６年度平均加入者数で算出



参考資料
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（参考資料）業態区分

35



（参考資料）疾病分類

36

① 感染症及び寄生虫症 ⑧ 耳及び乳様突起の疾患 ⑬ 筋骨格系及び結合組織の疾患

101 腸管感染症 801 外耳炎 1301 炎症性多発性関節障害

102 結核 802 他の外耳疾患 1302 関節症

103 主として性的伝播様式をとる感染症 803 中耳炎 1303 脊椎障害（脊椎症を含む）

104 皮膚及び粘膜の病変を伴うウイルス性疾患 804 他の中耳及び乳様突起の疾患 1304 椎間板障害

105 ウイルス性肝炎 805 メニエール病 1305 頚腕症候群

106 他のウイルス性疾患 806 他の内耳疾患 1306 腰痛症及び坐骨神経痛

107 真菌症 807 他の耳疾患 1307 他の脊柱障害

108 感染症及び寄生虫症の続発・後遺症 ⑨ 循環器系の疾患 1308 肩の傷害＜損傷＞

109 他の感染症及び寄生虫症 901 高血圧性疾患 1309 骨の密度及び構造の障害

② 新生物 902 虚血性心疾患 1310 他の筋骨格系及び結合組織の疾患

201 胃の悪性新生物＜腫瘍＞ 903 他の心疾患 ⑭ 腎尿路生殖器系の疾患

202 結腸の悪性新生物＜腫瘍＞ 904 くも膜下出血 1401 糸球体疾患及び腎尿細管間質性疾患

203 直腸S状結腸移行部及び直腸の悪性新生物＜腫瘍＞ 905 脳内出血 1402 腎不全

204 肝及び肝内胆管の悪性新生物＜腫瘍＞ 906 脳梗塞 1403 尿路結石症

205 気管、気管支及び肺の悪性新生物＜腫瘍＞ 907 脳動脈硬化（症） 1404 他の尿路系の疾患

206 乳房の悪性新生物＜腫瘍＞ 908 他の脳血管疾患 1405 前立腺肥大（症）

207 子宮の悪性新生物＜腫瘍＞ 909 動脈硬化（症） 1406 他の男性生殖器の疾患

208 悪性リンパ腫 911 低血圧（症） 1407 月経障害及び閉経周辺期障害

209 白血病 912 他の循環器系の疾患 1408 乳房及び他の女性生殖器の疾患

210 他の悪性新生物＜腫瘍＞ ⑩ 呼吸器系の疾患 ⑮ 妊娠、分娩及び産じょく

211 良性新生物＜腫瘍＞及びその他の新生物＜腫瘍＞ 1001 急性鼻咽頭炎[かぜ] 1501 流産

③ 血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 1002 急性咽頭及び急性扁桃炎 1502 妊娠高血圧症候群

301 貧血 1003 他の急性上気道感染症 1503 単胎自然分娩

302 他の血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 1004 肺炎 1504 他の妊娠、分娩及び産じょく

④ 内分泌、栄養及び代謝疾患 1005 急性気管支及び急性細気管支炎 ⑯ 周産期に発生した病態

401 甲状腺障害 1006 アレルギー性鼻炎 1601 妊娠及び胎児発育に関連する障害

402 糖尿病 1007 慢性副鼻腔炎 1602 他の周産期に発生した病態

403 脂質異常症 1008 急性又は慢性と明示されない気管支炎 ⑰ 先天奇形、変形及び染色体異常

404 他の内分泌、栄養及び代謝疾患 1009 慢性閉塞性肺疾患 1701 心臓の先天奇形

⑤ 精神及び行動の障害 1010 喘息 1702 他の先天奇形、変形及び染色体異常

501 血管性及び詳細不明の認知症 1011 他の呼吸器系の疾患 ⑱ 症状、徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの

502 精神作用物質使用による精神及び行動の障害 ⑪ 消化器系の疾患 1800 症状、徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの

503 統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害 1101 う蝕 ⑲ 損傷、中毒及びその他の外因の影響

504 気分〔感情〕障害（躁うつ病を含む） 1102 歯肉炎及び歯周疾患 1901 骨折

505 神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害 1103 他の歯及び歯の支持組織の障害 1902 頭蓋内損傷及び内臓の損傷

506 知的障害＜精神遅滞＞ 1104 胃潰瘍及び十二指腸潰瘍 1903 熱傷及び腐食

507 他の精神及び行動の障害 1105 胃炎及び十二指腸炎 1904 中毒

⑥ 神経系の疾患 1106 痔核 1905 他の損傷及び他の外因の影響

601 パーキンソン病 1107 アルコール性肝疾患 ㉒ 特殊目的用コード

602 アルツハイマー病 1108 慢性肝炎（アルコール性除く） 2210 重症急性呼吸器症候群

603 てんかん 1109 肝硬変（アルコール性除く） 2220 その他の特殊目的用コード

604 脳性麻痺及び他の麻痺性症候群 1110 他の肝疾患

605 自律神経系の障害 1111 胆石症及び胆のう炎

606 他の神経系の疾患 1112 膵疾患

⑦ 眼及び付属器の疾患 1113 他の消化器系の疾患

701 結膜炎 ⑫ 皮膚及び皮下組織の疾患

702 白内障 1201 皮膚及び皮下組織の感染症

703 屈折及び調節の障害 1202 皮膚炎及び湿疹

704 他の眼及び付属器の疾患 1203 他の皮膚及び皮下組織の疾患
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【各種リスク該当者の判定基準】

メタボリックリスク：腹囲リスク該当かつ血圧、代謝、脂質のうち2つ以上のリスクに該当する者

メタボリック予備群：腹囲リスク該当かつ血圧、代謝、脂質のうち1つリスクに該当する者

腹囲のリスク ：内臓脂肪面積が100㎠以上又は腹囲が男性85cm以上、女性90cm以上

血圧のリスク ：収縮期130mmHg以上又は拡張期85mmHg以上又は服薬

代謝のリスク ：空腹時血糖110mg/dl以上又は空腹時血糖未測定かつHbA1c6.0％以上又は服薬

脂質のリスク ：中性脂肪150mg/dl以上又はHDLコレステロール40mg/dl未満又は服薬

【生活習慣要改善者の判定基準】

喫煙習慣：「現在、たばこを習慣的に吸っている」に「はい」と回答した者の割合

体重増加：「20 歳の時の体重から 10kg 以上増加している」に「はい」と回答した者の割合

運動習慣：「1 回 30 分以上の軽く汗をかく運動を週 2 日以上 1 年以上実施している」、 

「日常生活において歩行又は同等の身体活動を 1 日 1 時間以上実施」 、

「ほぼ同じ年齢の同性と比較して歩く速度が速い」

の 2 問以上に「いいえ」と回答した者の割合

食事習慣：「人と比較して食べる速度が速い」、

「就寝前の 2 時間以内に夕食をとることが週に 3 回以上ある」、

「朝昼夜の 3 食以外に間食や甘い飲み物を摂取していますか」、

「朝食を抜くことが週に3 回以上ある」

の 2 問以上に「はい（ 速い・毎日） 」と回答した者の割合

飲酒習慣：「お酒（日本酒、焼酎、ビール、洋酒など）を飲む頻度」、「飲酒日の 1 日当たりの飲酒量」に

「毎日 2 合以上」又は「時々3 合以上」と回答した者の割合（2023年度基準）

睡眠： 「睡眠で休養が十分とれている」に「いいえ」と回答した者の割合
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